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一次処理槽、消毒・貯留槽 土壌浸潤槽

物件概要
施工場所：島根県大田市
施工年月：平成 19 年 8 月
発 注 者：島根県大田市役所
施設概要：観光案内所
工 事 名：平成 18 年度石見銀山拠点施設
　　　　　整備事業ガイダンス棟建設工事
仕　　様
システム：ソフィール
　　　　　（土壌微生物膜合併処理浄化槽）
建物用途：ガイダンス棟、
　　　　　展示棟など 1,730 ㎡
　　　　　屋外公衆便所
人　　槽：250 人槽
汚 水 量：17.2 ㎥／日
処 理 水：循環利用
1次側電源：AC200V

施　設　名

施設紹介

実績写真

石見銀山は、16 世紀から 20 世紀までの約 400 年にわたって採掘されてきた世界有数の鉱山遺産です。
自然を破壊せず、環境に配慮した「自然環境と共生した産業遺跡」として 2007 年 7 月世界文化遺産に登録されまし
た。
世界遺産センターは、石見銀山遺跡の間歩や街道、港、山城跡、歴史的町並みなど広範囲にわたる同遺跡の全体像や
特徴、世界遺産としての価値を来訪者に広く知ってもらうための施設となっています。
世界遺産センターのトイレ汚水はソフィールで処理され、屋内便所のトイレ洗浄水に再利用されています。
年間を通じて高度な処理能力を発揮し、見た目は水道水と区別が付かないほどです。
ソフィールは世界遺産センター以外にも「石見銀山公園駐車場」「大久保間歩」の公衆便所に設置されています。

施　設　名

小港園地 眺望 小港園地

ウェザーステーション 宮之浜園地

実績写真

採用のポイント
観光シーズン以外は利用者が大幅に減少す
る為、利用者が少ない場合でも微生物が生
息可能な排水処理技術が必要とされまし
た。また、給排水のインフラが未整備の為、
雨水等の貴重な水源を循環処理して再利用
するシステムが求められ、経済性、メンテナ
ンス性を比較検討の上、ソフィールが採用さ
れました。また、最初に設置したウェザース
テーションでのソフィールが好評で、宮之浜
園地、小港園地への実績へと繋がりました。

物件概要
施工場所：東京都小笠原村
施工年月：右図参照
発 注 者：東京都小笠原支庁
施設概要：公衆トイレ
人　　槽：20、20、112 人槽
処 理 水：循環利用
そ の 他：雨水利用

施設紹介
父島を含めた小笠原諸島は一度も大陸と地続きになっ
たことがなく、動植物は独自の進化を遂げてきました。
学術的にも貴重な種がたくさんあることから「東洋のガ
ラパゴス」と呼ばれ平成 23 年 6 月世界自然遺産とし
て登録されました。
ソフィールは「ウェザーステーション」、「宮之浜園地」、

「小港園地」の３ヶ所に設置されております。

世界自然遺産『小笠原諸島』父島実績 石見銀山世界遺産センター
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